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概  要：  

 幹細胞は、組織を形作る様々な細胞種に分化する多分化能を持つが、その能力は発生

の過程において制限されていく。近年、この過程ではクロマチン制御による分化関連遺

伝子の転写制御が重要なことがわかっており、特に Polycomb group complex（PcG）と

いう遺伝子の転写を抑制するクロマチン制御因子が、様々な幹細胞において多分化能が

制限される過程で分化関連遺伝子の抑制に重要な役割を果たすことが明らかとなって

いる。しかしながら、PcG の活性がどのように制御されて分化関連遺伝子の抑制が実行

されるかについてはほとんどわかっていなかった。 

 大脳新皮質を構成するニューロンやグリア細胞を産生する共通の幹細胞である神経

幹細胞は、発生時期依存的に産生する細胞種を変化させる。例えばマウスでは、胎生期

にはニューロンを産生するが生後になると主にグリア細胞を産生するようになる。よっ

て、この運命転換のタイミングを制御することは最終的に正確な脳を構築するために重

要である。これまでに我々は、PcGによる H3K27me3修飾がニューロン分化関連遺伝子を

抑制することでニューロン産生期からグリア産生期への移行を促進していることを明

らかにしてきた（Hirabayashi et al., 2009; Morimoto-Suzki et al., 2014）。本セミ

ナーでは、神経幹細胞における PcGによる分化関連遺伝子抑制の制御メカニズムについ

て最近の進展を紹介したい。 
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